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ポ
ー
ラ
ン
ド
語
は
西
ス
ラ
プ
語
の
ひ
と

つ
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
ス
ロ
バ
キ
ア

語
、
チ

ェ
コ
語
お
よ
び
ソ
ル
プ
語
と
非
常

に
近
い
関
係
に
あ
る
言
語
だ
、
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
、
お
よ
び
ポ
ー
ラ
ン
ド

語

で
書
か
れ
た
文
学
は
、
歴
史
上
ポ
ー
ラ

ン
ド
が
分
割
さ
れ
て
い
た
時
期
に
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
的
な
る
も
の
を
守
り
抜
く
う
え
で

き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
の
間
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
化
お
よ
び
ロ

シ
ア
化
の
政
策
が
強
力
に
押
し
進
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
そ
の
母
語

を
み
ご
と
に
守
り
通
し
た
の
で
す
。

現
在
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
お
よ
び
国
外

を
含
め
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
を
話
す
人
口

は
お
よ
そ
五
千
万
人
に
及
ん
で
い
ま
す
。

方
言
間
の
違
い
は
比
較
的
小
さ
く
、
相
互

に
理
解
で
き
ま
す
。
た
だ
ひ
と
っ
の
例
外

は
、
カ
シ
ュ
ー
プ
語
で
、
言
語
学
者
に
よ

っ
て
は
、
こ
の
方
言
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
と

は
別
の
言
語
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
人

も
お
り
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
も
ポ
ー
ラ
ン

ド
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
を
話
す
小
数

民
族
が
住
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
ウ

ク
ラ
イ
サ
人
、
自

ロ
シ
ア
人
、
リ
ト
ア
ニ

ア
人
、

ユ
ダ
ヤ
人
、
ジ
プ
シ
ー
族
、
ギ
リ

シ
ャ
人
な
ど
で
す
。

な
お
、
最
後
に
、
現
代
言
語
学
の
理
論

に
対
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
言
語
学
者
た

ち
が
重
要
な
貢
献
を
な
し
て
い
る
こ
と
を

申
し
添
え
て
お
き
ま
す
。

POLE
北海道ポーラン ド文化協会会誌「ポ ー レ」

第 3号   1988,3,2

ポ
ー
ラ
ン
ド
語

の
世
界

エ
ジ
イ

◆
バ
ン
チ
エ
ロ
フ
ス
キ
教
授

ア
ダ
ム

◆
ミ
ツ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
大
学

（
ポ
ズ
ナ
ン
大
学
）

言
語
学
研
究
所
所
長

-1-

http://hokkaido-poland.com/pole.html



ジ

ェ
ル
シ
ー

・

ク
ロ
ー
教
授
の
横
顔

ポ
ー
ラ
ン
ド
‐
日
本
協
会

（
ウ
ッ
チ
）
会

長
ウ
ッ
チ
エ
科
大
学
放
射
線
化
学
研
究
所

長
ウ
ッ
チ
エ
科
大
学
前
学
長

ポ
ー
ラ
ン
ド
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員

（
三
度
目
の
札
幌
来
訪
。　
一
九
七
七
年
に

六
カ
月
間
家
族
と
と
も
に
札
幌
に
滞
在
、

北
海
道
大
学
工
学
部
で
共
同
研
究
）

ク
ロ
ー
先
生
を
囲
む
懇
談
会

日
時
　
昭
和
六
十
三
年
二
月
二
十
六
日
午

後
五
時
二
十
分
か
ら

場
所
　
未
定

参
加
費
　
一
一千
五
百
円
程
度

ポ
ー
ラ
ン
ド
‘
日
本
協
会

（
ウ
ッ
チ
）
の

活
動
状
況
，
日
本
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
文
化

交
流
あ
れ
こ
れ
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。

一
般
の
方
々
も
ふ
る

っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
二
月
十
八
日
ま
で
に

事
務
局
ま
た
は
下
記
の
世
話
係
ま
で
電
話

で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

世
話
係
　
北
大
工
学
部
　
士
口
田
　
宏

（
ま
た
は
小
笠
原
）

電
話

七

一
六
―
二

一
一
一

（
内
）
六
七
四
七

訂
正
　
前
号
の

「
講
演
と
演
奏
―

″
シ
マ

ノ
フ
ス
キ
ー
…
人
と
音
楽

″
」
の
記
事
中

ビ
ア
ノ
演
奏
者
と
演
奏
曲
目
が
入
れ
替
わ

っ
て
お
り
ま
し
た
．
お
詫
び
し
て
次
の
よ

う
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

大
和
田
　
り
え
子

エ
チ
エ
ー
ド
　
　
　
　
作
品
四
―
三

中
　
村
　
玲
　
子

エ
チ
ェ
ー
ド
　
　
　
作
品
三
―
十

一

マ
ズ
ル
カ
　
　
　
　
作
品
五
十
１
十

作
品
五
十
１
十

二

原
稿
募
集
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
関
す
る
随
筆
、

紀
行
文
、
評
論
な
ど
を
事
務
局
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
お
よ

び
ポ
文
協
に
つ
い
て
の
断
片
的
な
感
想
、

コ
メ
ン
ト
、

ニ
ュ
ー
ス
等
を
葉
書

一
枚
に

ま
と
め
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
次
号
の
締

切
は
五
月
末
日
で
打
。

一
九

ｏ

一
年
に
創
立
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
有
数
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
成
長
し
た
国

立

ワ
ル
シ
ャ
ワ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
が
、
札
幌

へ
や

っ
て
き
て
演
奏
し
ま

す
。
こ
れ
を
当
協
会
が
後
援
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
概
略
は
左

の
通
り
で
す
。

日
時
　
四
月
二
日

（
土
）
六
時
三
十
分

場
所
　
北
海
道
厚
生
年
金
会
館

指
揮
　
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
◆
コ
ル
ド

ビ
ア
ノ
　
ピ
オ
ト
ル
◆
パ
レ
チ

ニ

演
奏
曲
ロ
　
ワ
グ
ナ
ー
の
ワ
ル
キ

ュ
ー

レ
の
騎
行
、
シ
ョ
バ
ン
の
ビ
ア
ノ
協
奏
曲

一
番
、
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
の
展
覧
会
の
絵

指
揮
者
の
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ

◆
コ
ル
ド
氏

は

一
九
二
ｏ
年
生
ま
れ
で
、
同
管
弦
楽
団

の
音
楽
監
督
、
主
席
指
揮
者
を

つ
と
め
る

名
実
と
も
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
指

揮
者
。

ビ
ア
ノ
演
奏
者
の
ビ
オ
ト
ル
バ
レ
チ
ニ

氏
は

一
九
四
六
年
生
ま
れ
。
第
八
回
シ
ョ

バ
ン
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
二
位
に
入

賞
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
も

っ
と
も
優
れ
た

ビ
ア
ニ
ス
ト
の

一
人
。
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